
　2022年（令和4年）10月9日（日）、

10日（祝・月）、第 55回日本薬剤師

会学術大会が宮城県の仙台国際セ

ンターで開催されました。大阪から

遠方のため参加するか迷ったので

すが、東北のきれいな空気を存分に

吸ってけがれた心を浄化するのも

いいかなと思い、重い腰を上げて仙

台行きを決心し、週末ごとに台風が

来ているので、飛行機より確実な新

幹線で行きました（実際は飛行機よ

り旅費も時間もかかりとても疲れま

した）。

　今回の発表テーマは「地域連携

薬局と新型コロナウイルス」を選びま

した。これまでの発表では「在宅に

おける無菌調剤」や健康サポート薬

局・地域連携薬局に内在する問題を

提起してきましたが、その延長線上

にあるテーマに今回することによっ

て、自薬局の経時変化についても再

確認できると思いました。しかし、

あまり進歩していないような気がし

ます。

　そもそもポスター発表をするよう

になったきっかけは、薬学生の実習

を受け入れているうちに、実習生は

指示された実務調剤はできるもの

の、自分たちが将来なりたい薬剤師

の姿については考えておらず、単に

目先の給与の多寡によって就職先

を選ぶ傾向が強いように思われた

こともあります。

　薬剤師や薬局を取り巻く環境に

ついてもっと考え、意識してもらう

ために実習生と一緒にテーマと発

表の方向性を話し合っていくことに

より、薬局を取り巻くさまざまな制

度の問題点も考えることができると

思いました。

　問題点としては、地域連携薬局

であるにもかかわらず、新型コロナ

ウイルスの無料検査事業に参加し

ていない薬局があること、抗コロナ

ウイルス薬ラゲブリオやパキロビット

パックの調剤登録薬局になってい

ない薬局があることがあげられま

す。地域連携薬局は地域の公衆衛

生に寄与し、災害時には行政の要

請にも対応できる地域保健衛生の

キーたる薬局になるべきであったは

ずです。さらにラゲブリオ調剤に対

応して実感したのは、休日・深夜に

対応できない薬局が多すぎる点で

す。ラゲブリオ調剤登録薬局になる

には、24時間対応が条件ですが、

まったく機能していないように思い

ます。当薬局では、深夜隣の区や市

にラゲブリオを届けることも多々あ

りました。

　このポスター発表をとおして、コ

ロナ禍における専門機能薬局の本

質について、自ら振り返るよい機会

になった一方で、薬剤師や薬局の地

位向上という大義を唱えるのであ

れば、薬剤師一人ひとりの意識を変

えていかなければならないと強く思

いました。

ポスター発表レポート

第55回日本薬剤師会学術大会
仙台

大阪北・鈴木薬局　鈴木　康友

地域連携薬局と
新型コロナウイルス
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　九州合同支部で臨床研究をした

いと言い始めたのは何年前のこと

だっただろう。臨床研究というと、

選定品を使って何らかの病気への

効果を確認することを想像する方

が多いと思う。当時もこのような

誤解を与えてしまった結果、事業を

遅らせてしまったことを反省してい

る。一般用医薬品の効能効果は一

律に定められており、これを逸脱し

ての使用はできない。そこに臨床

研究ときたものだから「どんな病気

にどんな選定品を使うつもりなの

か?」と警戒されるのもごもっともな

話である。

　私はかねがね、「自店のお客さま

のことはよく分かっているけれど、

他の店はどうなんだろう?」との疑

問を持っていた。そしてもう一つ、

協 励 会は相談 販 売をしていると

言っているが、その実態について証

明するものがないと感じていた。

今回の研究でその一端が明らかに

なったと考えている。

　何よりの成果は、これまで「相談

販売をやっています」と言っていて

もその根拠となるデータが存在し

なかったが、これからは「85％以上

の事例で相談販売をしています」と

データを示して言えるようになった

ことである。これは協励会にとって

大いなる一歩だと考えている。

　また今回の研究で課題も見えて

きたため、新たに臨床研究をするこ

とにしている。会員先生方にはお

忙しいことと思うが、引き続きの協

力をお願いしたい。

　会場では 5人の方に説明する機

会を得た。質疑応答のいくつかを

紹介する。

Q：相談しないで買っている人が多

いということか?

A：過去の調査ではそのような結果

だったが、私どもの団体では85％

が相談して買っているという結果

となった。

Q：「これが良い」となるとその後は

相談しないことが多いのは当然

ではないか?

A：相談していない人の中に相談を

要する理由で開始した人や疾患

がある人がいたことに問題があ

ると考えている。今後はこの人

たちへアプローチした結果がどう

変わるのか調査したい。

Q：n=206という大きな母数が出て

いるが、何軒の店舗でやったの

か?　データをたくさん出す店舗

と出さない店舗で回答数にばら

つきはあったのか?

A：一店舗最大10 例とした。回答数

にはばらつきがある。

Q：OTC医薬品の研究で同意を取

るのは困難ではなかったか ?　

クレームはなかったか?

A：自身の店舗では容易だったが、他

の店舗ではお客さまからクレー

ムがあったとの報告もある。

Q：集計はどのようにしたのか?

A：大学の先生の協力を得た。

Q：相談していない人へ声掛けして

の変化を課題としているが、追

跡は可能なのか ?　個人情報は

どうしているのか?

A：今回の調査では個人情報は収集し

ていないので追跡はできない。改

めて研究計画の立案から始める。

Q：相談の内容は ?

A：相談の内容は調査していない。

Q：相談しなかった理由は調査した

のか?

A：自由記載で調査した。「問題が

なかったから」との理由が最も多

かった。

Q：どの店が相談していて、どの店

が相談していないかは分かるの

か?

A：今回の調査では店舗の情報は収

集していない。

　質問のほかに「8割以上が相談し

ているのは良い値だ」「震災の時に

薬剤師が OTCを出してくれたのは

安心だった」との感想を得た。

熊本・田崎調剤薬局　赤星　顕正

相談販売のデータ
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伊達政宗公の銅像が修復中で
見られなかった

牛タンのたたき（激うま）

仙台城跡から見た仙台の景色
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